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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
洗浄箱を含み、前記洗浄箱の中には左方へ開口した下向きの洗浄空間が設けられ、前記洗
浄空間の中には漢方用薬を洗浄できる洗浄装置が設けられ、前記洗浄空間の下側端面には
上下振動洗浄を実現する振動装置が設けられ、前記洗浄箱の右側端面には濾過箱が固定的
に連結され、前記濾過箱の中には右方に開口した濾過空間が設けられ、前記濾過空間の右
側の開口には副箱ドアが回転できるように連結され、前記濾過空間の中には濾過装置が設
けられ、前記濾過装置は前記濾過空間の前側内壁に固定的に連結された水車と、前記水車
の中に回転できるように連結され且つ下方へ前記濾過空間に延びたクランク軸と、前記ク
ランク軸に固定的に連結され且つ前記濾過空間の中に位置するクランクと、前記クランク
の後ろ側端面にヒンジによって連結された小型スライドブロックと、前記濾過空間の後ろ
側内壁に回転できるように連結され且つ前記クランク軸の右側に位置し且つ前方へ延びた
軸芯と、前記軸芯に固定的に連結され且つ前記小型スライドブロックとスライドできるよ
うに連結された扇形歯車と、前記濾過空間の後ろ側内壁の間にスライドできるように連結
された濾過板と、前記濾過板の下側端面にヒンジによって連結され且つ前記扇形歯車と噛
合するように連結された昇降ラックとを含み、前記濾過装置が水車で前記クランク軸を回
転させ、これによって前記クランクが前記扇形歯車を駆動し、前記扇形歯車が上下に往復
回転し前記昇降ラックを上下に移動させ、振動による濾過が実現され、前記濾過空間の中
には前記濾過装置の上側に位置する開け装置が設けられ、前記開け装置が前記副箱ドアを
開閉でき、
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前記副箱ドアの回転できるように連結されたところにはトーションバネが設けられ、前記
洗浄空間の左側の開口には箱ドアが回転できるように連結され、前記洗浄空間の右側内壁
と外部の水提供設備とには水管が連通するように連結され、
前記洗浄箱の中に設置された動力空間を含み、前記動力空間が前記洗浄空間の上側に位置
し、前記動力空間の上側内壁には下方へ前記洗浄空間の中に延びたモーター軸が回転でき
るように連結され、前記モーター軸には前記動力空間の上側内壁に固定的に連結されたモ
ーターが伝動できるように連結され、前記モーター軸には前記洗浄空間の中に位置する主
歯車が固定的に連結され、前記主歯車の下側端面には下方へ延びた副ブラシが固定的に連
結され、前記副ブラシの下側端面には下方へ延びた攪拌軸が固定的に連結され、前記攪拌
軸には前記洗浄空間と連通した濾過網箱が回転できるように連結され、前記攪拌軸には前
記濾過箱の中に位置する攪拌輪が固定的に連結され、前記動力空間の上側内壁には下方へ
延び前記洗浄空間の中に延びた二本のブラシ軸が左右対称に且つ回転できるように連結さ
れ、前記モーターが二本の前記ブラシ軸の間に位置し、前記ブラシ軸には前記洗浄空間の
中に位置する歯車が固定的に連結され、前記歯車が前記主歯車と噛合するように連結され
、前記歯車の下側端面には下方へ延びたブラシが固定的に連結され、左側の前記ブラシ軸
には前記動力空間の中に位置した副傘歯車が固定的に連結され、
前記洗浄箱の中には右方に開口した送り出し管が設けられ、前記送り出し管が前記洗浄空
間と連通でき、前記洗浄箱の中には前記送り出し管の左側に位置したスライド空間が設け
られ、前記スライド空間が前記送り出し管と連通しており、前記洗浄箱の中には前記送り
出し管の右側に位置するピストン空間が設けられ、前記ピストン空間が前記スライド空間
と連通しており、前記ピストン空間の中にはピストンがスライドできるように連結され、
前記ピストンの左側端面には前記スライド空間とスライドできるように連結された閉鎖板
が固定的に連結され、前記閉鎖板は前記洗浄空間と前記送り出し管を連通させないことが
でき、前記閉鎖板と前記スライド空間の左側内壁との間には復帰バネが連結され、前記閉
鎖板には上下に連通している落とし穴が設けられ、前記送り出し管と前記濾過空間との間
には収縮可能なホースが連通するように連結され、
前記振動装置は、前記濾過箱の左側端面に固定的に連結された横台を含み、前記横台の上
側端面には二つの固定ブロックが左右対称に固定的に連結され、前記横台の上側端面には
二つの前記固定ブロックの間に位置する固定板が固定的に連結され、前記固定板の前側端
面には前後に延びているカム軸が回転できるように連結され、前記カム軸には前記固定板
の前側に位置する偏心輪が固定的に連結され、前記偏心輪が前記洗浄箱の下側端面と当接
しており、前記カム軸には前記固定板の後ろ側に位置するプーリーが固定的に連結され、
前記洗浄箱の下側端面には二つのスライド筒が左右対称に固定的に連結され、左右両側の
前記スライド筒がそれぞれ左右両側の前記固定ブロックとスライドできるように連結され
、前記固定ブロックと前記スライド筒の上側内壁との間には振動バネが連結され、前記動
力空間の後側内壁には前後に延びている回転軸が回転できるように連結され、前記回転軸
が後方へ前記洗浄箱の端面の外部まで延びており、前記回転軸には前記動力空間の中に位
置する傘歯車が固定的に連結され、前記傘歯車が前記副傘歯車と噛合するように連結され
、前記回転軸には前記洗浄箱の端面の外部に位置するＶプーリーが固定的に連結され、前
記Ｖプーリーと前記プーリーとの間にはＶベルトが連結され、
前記濾過装置は、前記昇降ラックの前側端面に固定的に連結された横ブロックを含み、前
記横ブロックが前記濾過空間の前側内壁とスライドできるように連結され、前記横ブロッ
クは前記濾過空間に沿って上下にしか移動できなく、前記濾過空間の下側内壁には前記横
ブロックの左側に位置する電磁石が固定的に連結され、前記濾過空間の左側内壁にはＬ型
ロッドがスライドできるように連結され、前記Ｌ型ロッドの下側端面には前記電磁石の上
側に位置する永久磁石が固定的に連結され、前記Ｌ型ロッドには前記濾過板の下側内壁と
スライドできるように連結されたスライドブロックがヒンジによって連結され、前記濾過
板の上側端面には前記昇降ラックの左側に位置する押しロッドが固定的に連結され、前記
濾過空間の下側内壁には廃水管が外部と連通するように連結され、前記水車と外部の水提
供設備との間には送り込み管が連通するように連結され、前記濾過空間の上側端面には噴
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水管が固定的に連結され、前記噴水管には左から右まで十三個の高圧ノズルが前記噴水管
と連通するように連結され、前記噴水管と前記ピストン空間との間には連結管が連通する
ように連結され、前記噴水管と前記水車との間には水送り管が連通するように連結され、
これによって前記噴水管の中の水がまず前記連結管を経由し前記ピストン空間の中に流れ
込んで前記ピストンと前記閉鎖板とを左限界位置まで押し動かし、これによって前記落と
し穴が前記洗浄空間と前記送り出し管との連通のところに位置し、これによって前記洗浄
空間が前記送り出し管と連通し、
前記開け装置は、前記濾過空間の後ろ側内壁に回転できるように連結された短軸を含み、
前記短軸が前方へ延びており、前記短軸が前記濾過板と前記噴水管との間に位置し、前記
短軸には回転盤が固定的に連結され、前記短軸には前記回転盤の前側に位置する副クラン
クが固定的に連結され、前記副クランクには連結ロッドがヒンジによって連結され、前記
連結ロッドの右側には小型歯車がヒンジによって連結され、前記濾過空間の後ろ側内壁に
は二つのラックが上下対称に設けられ、前記ラックがいずれも前記小型歯車と噛合するよ
うに連結され、前記ラックが前記副箱ドアと当接しており、上側の前記ラックが前記濾過
空間の後側内壁に固定的に連結され、下側の前記ラックが前記濾過空間の後ろ側内壁にス
ライドできるように連結され、下側の前記ラックは左右にしかスライドできなく、前記回
転盤の前側端面には昇降ロッドがヒンジによって連結され、前記濾過空間の後ろ側内壁に
は前記押しロッドと当接できる長スライドブロックがスライドできるように連結され、前
記長スライドブロックは前記濾過空間の後ろ側内壁に沿って上下に移動することしかでき
なく、前記長スライドブロックの上側端面が前記昇降ロッドとスライドできるように連結
され、
初期状態に、前記昇降ラックと前記濾過板とが上限界位置にあり、前記スライド空間の弾
性力により前記閉鎖板が右限界位置にあり、前記洗浄空間と前記送り出し管が連通してい
なく、前記電磁石が通電されていなく、前記押しロッドが前記長スライドブロックと接触
していなく、下側の前記ラックが左限界位置にあり、前記長スライドブロックと前記昇降
ロッドとが下限界位置にあり、前記箱ドアを開け、洗浄待ちの漢方用薬を前記洗浄空間の
中に入れ、
作動時に、外部の水提供設備は前記水管によって水を前記洗浄空間の中に送り、前記洗浄
空間の中に水が満ちた後、外部の水提供設備が止まり前記、前記モーターを始動し、前記
モーターが前記モーター軸と前記主歯車と前記副ブラシを回転させ、前記副ブラシが前記
攪拌軸によって前記攪拌輪を回転させ、前記攪拌輪が水を攪拌し、水流で漢方用薬への洗
浄が実現され、同時に前記主歯車が噛合連結によって前記歯車と前記ブラシを回転させ、
前記ブラシと前記副ブラシとが回転し漢方用薬をこすり洗って泥や砂を除去し、左側の前
記歯車が左側の前記ブラシ軸を回転させ、そして前記副傘歯車と前記傘歯車との噛合連結
によって前記回転軸と前記Ｖプーリーとを回転させ、前記Ｖプーリーが前記Ｖベルトによ
って前記プーリーと前記カム軸と前記偏心輪を回転させ、前記偏心輪が回転し前記スライ
ド筒を前記固定ブロックに沿って上下に移動させ、そして前記振動バネの弾力により前記
洗浄箱が上下に振動し、これによって前記洗浄箱の中の漢方用薬への振動による洗浄を実
現し、洗浄完了後外部の水提供設備が前記送り込み管によって水を前記水車の中に送り込
み、そして前記水送り管によって水を前記噴水管の中に送り、前記噴水管の中の水がまず
前記連結管を経由し前記ピストン空間の中に流れ込んで前記ピストンを左方へ押し、前記
閉鎖板を左限界位置まで移動させ、前記落とし穴が前記洗浄空間と前記送り出し管との連
通のところに位置し、これによって前記洗浄空間が前記送り出し管と連通し、一次洗浄さ
れた漢方用薬が前記洗浄空間の中の水によって前記送り出し管と前記ホースを経由して前
記濾過空間の中に送られて前記濾過板に落ち、前記閉鎖板が左方へ左限界位置まで移動し
た時、前記高圧ノズルが作動し下方へ高圧水を噴射し、同時に前記水車が前記クランク軸
を回転させ、前記クランク軸が前記クランクと前記小型スライドブロックによって前記扇
形歯車を上下に回転させ、前記扇形歯車が噛合連結によって前記昇降ラックと前記横ブロ
ックを上下に移動させ、これによって前記濾過板を上下に振動させ、これによって前記濾
過板にある漢方用薬が上下に振動し、高圧水が漢方用薬を更に洗浄し、漢方用薬にある泥
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や砂と水が前記濾過板と前記廃水管を経由して外部へ送られ、洗浄完了後、前記昇降ラッ
クと前記濾過板は上限界位置に移動した後、外部の水提供設備が止まり、前記電磁石が通
電され、前記電磁石と前記永久磁石とは互いに磁極が逆であり、これによって前記電磁石
が前記永久磁石と前記Ｌ型ロッドを上方へ押し動かし、前記昇降ラックが上限界位置にあ
るので上方へ移動できなく、これによって前記濾過板が時計回りに回転し、前記押しロッ
ドが前記長スライドブロックと前記昇降ロッドを上方へ押し動かし、これによって前記回
転盤が前記副クランクと前記連結ロッドを回転させ、前記小型歯車が上側の前記ラックに
沿って右方へ移動して噛合連結によって下側の前記ラックを駆動し、下側の前記ラックが
前記副箱ドアを押して回転させ、これによって重力の作用で前記濾過空間の中の漢方用薬
を外部の貯蔵設備の中に送り、送り完了後前記電磁石が通電されなくなり、前記トーショ
ンバネの弾力により前記副箱ドアが逆回転し下側の前記ラックを左方へ押し動かし、これ
によって前記小型歯車が左方へ移動して前記昇降ロッドと前記長スライドブロックを下方
へ移動させ、これによって前記押しロッドが動かされて前記濾過板を逆回転させて復帰さ
せることを特徴とする漢方用薬の残留農薬を除去する洗浄設備。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本願発明は漢方用薬洗浄技術分野を取り上げて、具体的には漢方用薬の残留農薬を除去す
る洗浄設備である。
【背景技術】
【０００２】
漢方用薬は一般的に土から掘り出されたものであり、漢方用薬を加工する前に、漢方用薬
を洗浄して表面の汚れを除去する必要がある。今では、漢方用薬を洗浄する方法は主に、
手で洗浄するか攪拌パドルの備える洗浄タンクに入れて洗浄するかの二種類である。人力
洗浄だと洗浄の仕上がりが完全とは言えず、操作に不便があり、手間もかなりかかる一方
、攪拌パドルの備える洗浄タンクで漢方用薬を攪拌し洗浄する過程では、洗浄タンクの中
の水がどんどん汚くなり、漢方用薬をきれいに洗浄することができなく、洗浄効率が低い
。また、伝統的な攪拌パドルができるのは漢方用薬を攪拌することだけで、漢方用薬の表
面に付いた汚れ特に漢方用薬表面の隙間の中の泥や砂を取り除けなく、洗浄効果が良くな
い。本願発明は上記の問題を解決できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中国特許出願公開第１０２３４２７６８号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
今では、漢方用薬の洗浄設備の洗浄効率が低く、漢方用薬の表面に付いた汚れを取り除け
なく、洗浄効果が良くない。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
上記の課題を解決するため、本願発明は以下の技術プランを採用する：漢方用薬の残留農
薬を除去する洗浄設備は、洗浄箱を含み、前記洗浄箱の中には左方へ開口した下向きの洗
浄空間が設けられ、前記洗浄空間の中には漢方用薬を洗浄できる洗浄装置が設けられ、前
記洗浄空間の下側端面には上下振動洗浄を実現する振動装置が設けられ、前記洗浄箱の右
側端面には濾過箱が固定的に連結され、前記濾過箱の中には右方に開口した濾過空間が設
けられ、前記濾過空間の右側の開口には副箱ドアが回転できるように連結され、前記濾過
空間の中には濾過装置が設けられ、前記濾過装置は前記濾過空間の前側内壁に固定的に連
結された水車と、前記水車の中に回転できるように連結され且つ下方へ前記濾過空間に延
びたクランク軸と、前記クランク軸に固定的に連結され且つ前記濾過空間の中に位置する
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クランクと、前記クランクの後ろ側端面にヒンジによって連結された小型スライドブロッ
クと、前記濾過空間の後ろ側内壁に回転できるように連結され且つ前記クランク軸の右側
に位置し且つ前方へ延びた軸芯と、前記軸芯に固定的に連結され且つ前記小型スライドブ
ロックとスライドできるように連結された扇形歯車と、前記濾過空間の後ろ側内壁の間に
スライドできるように連結された濾過板と、前記濾過板の下側端面にヒンジによって連結
され且つ前記扇形歯車と噛合するように連結された昇降ラックとを含み、前記濾過装置が
水車で前記クランク軸を回転させ、これによって前記クランクが前記扇形歯車を駆動し、
前記扇形歯車が上下に往復回転し前記昇降ラックを上下に移動させ、振動による濾過が実
現され、前記濾過空間の中には前記濾過装置の上側に位置する開け装置が設けられ、前記
開け装置が前記副箱ドアを開閉できる。
【０００６】
優選の技術プランとして、前記副箱ドアの回転できるように連結されたところにはトーシ
ョンバネが設けられ、前記洗浄空間の左側の開口には箱ドアが回転できるように連結され
、前記洗浄空間の右側内壁と外部の水提供設備とには水管が連通するように連結されてい
る。
【０００７】
優選の技術プランとして、前記洗浄装置は、前記洗浄箱の中に設置された動力空間を含み
、前記動力空間が前記洗浄空間の上側に位置し、前記動力空間の上側内壁には下方へ前記
洗浄空間の中に延びたモーター軸が回転できるように連結され、前記モーター軸には前記
動力空間の上側内壁に固定的に連結されたモーターが伝動できるように連結され、前記モ
ーター軸には前記洗浄空間の中に位置する主歯車が固定的に連結され、前記主歯車の下側
端面には下方へ延びた副ブラシが固定的に連結され、前記副ブラシの下側端面には下方へ
延びた攪拌軸が固定的に連結され、前記攪拌軸には前記洗浄空間と連通した濾過網箱が回
転できるように連結され、前記攪拌軸には前記濾過箱の中に位置する攪拌輪が固定的に連
結され、前記動力空間の上側内壁には下方へ延び前記洗浄空間の中に延びた二本のブラシ
軸が左右対称に且つ回転できるように連結され、前記モーターが二本の前記ブラシ軸の間
に位置し、前記ブラシ軸には前記洗浄空間の中に位置する歯車が固定的に連結され、前記
歯車が前記主歯車と噛合するように連結され、前記歯車の下側端面には下方へ延びたブラ
シが固定的に連結され、左側の前記ブラシ軸には前記動力空間の中に位置した副傘歯車が
固定的に連結されている。
【０００８】
優選の技術プランとして、前記洗浄箱の中には右方に開口した送り出し管が設けられ、前
記送り出し管が前記洗浄空間と連通でき、前記洗浄箱の中には前記送り出し管の左側に位
置したスライド空間が設けられ、前記スライド空間が前記送り出し管と連通しており、前
記洗浄箱の中には前記送り出し管の右側に位置するピストン空間が設けられ、前記ピスト
ン空間が前記スライド空間と連通しており、前記ピストン空間の中にはピストンがスライ
ドできるように連結され、前記ピストンの左側端面には前記スライド空間とスライドでき
るように連結された閉鎖板が固定的に連結され、前記閉鎖板は前記洗浄空間と前記送り出
し管を連通させないことができ、前記閉鎖板と前記スライド空間の左側内壁との間には復
帰バネが連結され、前記閉鎖板には上下に連通している落とし穴が設けられ、前記送り出
し管と前記濾過空間との間には収縮可能なホースが連通するように連結されている。
【０００９】
優選の技術プランとして、前記振動装置は、前記濾過箱の左側端面に固定的に連結された
横台を含み、前記横台の上側端面には二つの固定ブロックが左右対称に固定的に連結され
、前記横台の上側端面には二つの前記固定ブロックの間に位置する固定板が固定的に連結
され、前記固定板の前側端面には前後に延びているカム軸が回転できるように連結され、
前記カム軸には前記固定板の前側に位置する偏心輪が固定的に連結され、前記偏心輪が前
記洗浄箱の下側端面と当接しており、前記カム軸には前記固定板の後ろ側に位置するプー
リーが固定的に連結され、前記洗浄箱の下側端面には二つのスライド筒が左右対称に固定
的に連結され、左右両側の前記スライド筒がそれぞれ左右両側の前記固定ブロックとスラ
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イドできるように連結され、前記固定ブロックと前記スライド筒の上側内壁との間には振
動バネが連結され、前記動力空間の後側内壁には前後に延びている回転軸が回転できるよ
うに連結され、前記回転軸が後方へ前記洗浄箱の端面の外部まで延びており、前記回転軸
には前記動力空間の中に位置する傘歯車が固定的に連結され、前記傘歯車が前記副傘歯車
と噛合するように連結され、前記回転軸には前記洗浄箱の端面の外部に位置するＶプーリ
ーが固定的に連結され、前記Ｖプーリーと前記プーリーとの間にはＶベルトが連結されて
いる。
【００１０】
優選の技術プランとして、前記濾過装置は、前記昇降ラックの前側端面に固定的に連結さ
れた横ブロックを含み、前記横ブロックが前記濾過空間の前側内壁とスライドできるよう
に連結され、前記横ブロックは前記濾過空間に沿って上下にしか移動できなく、前記濾過
空間の下側内壁には前記横ブロックの左側に位置する電磁石が固定的に連結され、前記濾
過空間の左側内壁にはＬ型ロッドがスライドできるように連結され、前記Ｌ型ロッドの下
側端面には前記電磁石の上側に位置する永久磁石が固定的に連結され、前記Ｌ型ロッドに
は前記濾過板の下側内壁とスライドできるように連結されたスライドブロックがヒンジに
よって連結され、前記濾過板の上側端面には前記昇降ラックの左側に位置する押しロッド
が固定的に連結され、前記濾過空間の下側内壁には廃水管が外部と連通するように連結さ
れ、前記水車と外部の水提供設備との間には送り込み管が連通するように連結され、前記
濾過空間の上側端面には噴水管が固定的に連結され、前記噴水管には左から右まで十三個
の高圧ノズルが前記噴水管と連通するように連結され、前記噴水管と前記ピストン空間と
の間には連結管が連通するように連結され、前記噴水管と前記水車との間には水送り管が
連通するように連結されている。
【００１１】
優選の技術プランとして、前記高圧ノズルが作動するときに圧力が大きいから、前記復帰
バネの弾性係数が小さく、これによって前記噴水管の中の水がまず前記連結管を経由し前
記ピストン空間の中に流れ込んで前記ピストンと前記閉鎖板とを左限界位置まで押し動か
し、これによって前記落とし穴が前記洗浄空間と前記送り出し管との連通のところに位置
し、これによって前記洗浄空間が前記送り出し管と連通する。
【００１２】
優選の技術プランとして、前記開け装置は、前記濾過空間の後ろ側内壁に回転できるよう
に連結された短軸を含み、前記短軸が前方へ延びており、前記短軸が前記濾過板と前記噴
水管との間に位置し、前記短軸には回転盤が固定的に連結され、前記短軸には前記回転盤
の前側に位置する副クランクが固定的に連結され、前記副クランクには連結ロッドがヒン
ジによって連結され、前記連結ロッドの右側には小型歯車がヒンジによって連結され、前
記濾過空間の後ろ側内壁には二つのラックが上下対称に設けられ、前記ラックがいずれも
前記小型歯車と噛合するように連結され、前記ラックが前記副箱ドアと当接しており、上
側の前記ラックが前記濾過空間の後側内壁に固定的に連結され、下側の前記ラックが前記
濾過空間の後ろ側内壁にスライドできるように連結され、下側の前記ラックは左右にしか
スライドできなく、前記回転盤の前側端面には昇降ロッドがヒンジによって連結され、前
記濾過空間の後ろ側内壁には前記押しロッドと当接できる長スライドブロックがスライド
できるように連結され、前記長スライドブロックは前記濾過空間の後ろ側内壁に沿って上
下に移動することしかできなく、前記長スライドブロックの上側端面が前記昇降ロッドと
スライドできるように連結されている。
【発明の効果】
【００１３】
本願発明の漢方用薬の残留農薬を除去する洗浄設備は、三つのブラシの回転によって漢方
用薬をこすり洗い、またブラシが濾過網箱内に位置した攪拌羽根を駆動し回転させ、これ
によって洗浄箱内の水が攪拌され、水流で洗浄することが実現され、また攪拌羽根が濾過
箱内に位置するから、漢方用薬との接触による漢方用薬の損害は心配なく、また本願発明
設備を上下に振動させることで洗浄箱を上下に振動させ、漢方用薬を振動で洗浄し、一次
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洗浄後、漢方用薬が洗い流し箱内に送られ、ノズルが水を噴射し、漢方用薬を二次洗浄し
、濾過機構が濾過板を上下に振動させることで、漢方用薬が上下に転がって充分に洗浄さ
れ、また泥や砂が濾過板によって外部へ送られ、従って、本願発明は有効に漢方用薬の表
面に付いた汚れを除去でき、洗浄効果がよく、洗浄効率が高い。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
下記に図１～５をあわせて本願発明について詳しく説明し、便利に説明するために、下記
の方向を以下のように規定する：図１は本願発明装置の正面図であり、以下に述べる上下
左右前後の方向と図１の自身投影関係の上下左右前後の方向とが一致である。
【００１５】
【図１】図１は本願発明の漢方用薬の残留農薬を除去する洗浄設備の全体構成略図
【図２】図２は図１のＡ―Ａ方向の構成略図
【図３】図３は図１のＢの拡大構成略図
【図４】図４は図１のＣの拡大構成略図
【図５】図５は図１のＤ―Ｄ方向の構成略図
【発明を実施するための形態】
【００１６】
本願発明の漢方用薬の残留農薬を除去する洗浄設備は、主に漢方用薬の洗浄作業に適用さ
れ、以下に本願発明付図を合わせて本願発明について説明する。
【００１７】
漢方用薬の残留農薬を除去する洗浄設備は、洗浄箱１１を含み、前記洗浄箱１１の中には
左方へ開口した下向きの洗浄空間１２が設けられ、前記洗浄空間１２の中には漢方用薬を
洗浄できる洗浄装置１０１が設けられ、前記洗浄空間１２の下側端面には上下振動洗浄を
実現する振動装置１０２が設けられ、前記洗浄箱１１の右側端面には濾過箱４３が固定的
に連結され、前記濾過箱４３の中には右方に開口した濾過空間４４が設けられ、前記濾過
空間４４の右側の開口には副箱ドア５０が回転できるように連結され、前記濾過空間４４
の中には濾過装置１０３が設けられ、前記濾過装置１０３は前記濾過空間４４の前側内壁
に固定的に連結された水車７８と、前記水車７８の中に回転できるように連結され且つ下
方へ前記濾過空間４４に延びたクランク軸６７と、前記クランク軸６７に固定的に連結さ
れ且つ前記濾過空間４４の中に位置するクランク６６と、前記クランク６６の後ろ側端面
にヒンジによって連結された小型スライドブロック６５と、前記濾過空間４４の後ろ側内
壁に回転できるように連結され且つ前記クランク軸６７の右側に位置し且つ前方へ延びた
軸芯６４と、前記軸芯６４に固定的に連結され且つ前記小型スライドブロック６５とスラ
イドできるように連結された扇形歯車５３と、前記濾過空間４４の後ろ側内壁の間にスラ
イドできるように連結された濾過板５２と、前記濾過板５２の下側端面にヒンジによって
連結され且つ前記扇形歯車５３と噛合するように連結された昇降ラック５４とを含み、前
記濾過装置１０３が水車７８で前記クランク軸６７を回転させ、これによって前記クラン
ク６６が前記扇形歯車５３を駆動し、前記扇形歯車５３が上下に往復回転し前記昇降ラッ
ク５４を上下に移動させ、振動による濾過が実現され、前記濾過空間４４の中には前記濾
過装置１０３の上側に位置する開け装置１０４が設けられ、前記開け装置１０４が前記副
箱ドアを開閉できる。
【００１８】
有益に、前記副箱ドア５０の回転できるように連結されたところにはトーションバネ４９
が設けられ、前記洗浄空間１２の左側の開口には箱ドア１６が回転できるように連結され
、前記洗浄空間１２の右側内壁と外部の水提供設備とには水管２６が連通するように連結
されている。
【００１９】
前記洗浄装置１０１は、前記洗浄箱１１の中に設置された動力空間２５を含み、前記動力
空間２５が前記洗浄空間１２の上側に位置し、前記動力空間２５の上側内壁には下方へ前
記洗浄空間１２の中に延びたモーター軸２３が回転できるように連結され、前記モーター
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軸２３には前記動力空間２５の上側内壁に固定的に連結されたモーター２２が伝動できる
ように連結され、前記モーター軸２３には前記洗浄空間１２の中に位置する主歯車２４が
固定的に連結され、前記主歯車２４の下側端面には下方へ延びた副ブラシ１７が固定的に
連結され、前記副ブラシ１７の下側端面には下方へ延びた攪拌軸８０が固定的に連結され
、前記攪拌軸８０には前記洗浄空間１２と連通した濾過網箱１４が回転できるように連結
され、前記攪拌軸８０には前記濾過箱１４の中に位置する攪拌輪１５が固定的に連結され
、前記動力空間２５の上側内壁には下方へ延び前記洗浄空間１２の中に延びた二本のブラ
シ軸１９が左右対称に且つ回転できるように連結され、前記モーター２２が二本の前記ブ
ラシ軸１９の間に位置し、前記ブラシ軸１９には前記洗浄空間１２の中に位置する歯車１
８が固定的に連結され、前記歯車１８が前記主歯車２４と噛合するように連結され、前記
歯車１８の下側端面には下方へ延びたブラシ１３が固定的に連結され、左側の前記ブラシ
軸１９には前記動力空間２５の中に位置した副傘歯車２１が固定的に連結され、前記モー
タ－２２によって前記モーター軸２３と前記主歯車２４を回転させ、これによって前記副
ブラシ１７と前記ブラシ１３とが回転し、漢方用薬に対するこすり洗いと泥や砂の除去と
が実現され、同時に前記副ブラシ１７が前記攪拌軸８０と前記攪拌輪１５を回転させ、こ
れによって前記攪拌輪１５が水を攪拌し、水流で漢方用薬に対する洗浄が実現される。
【００２０】
有益に、前記洗浄箱１１の中には右方に開口した送り出し管３６が設けられ、前記送り出
し管３６が前記洗浄空間１２と連通でき、前記洗浄箱１１の中には前記送り出し管３６の
左側に位置したスライド空間４２が設けられ、前記スライド空間４２が前記送り出し管３
６と連通しており、前記洗浄箱１１の中には前記送り出し管３６の右側に位置するピスト
ン空間３７が設けられ、前記ピストン空間３７が前記スライド空間４２と連通しており、
前記ピストン空間３７の中にはピストン３８がスライドできるように連結され、前記ピス
トン３８の左側端面には前記スライド空間４２とスライドできるように連結された閉鎖板
４０が固定的に連結され、前記閉鎖板４０は前記洗浄空間１２と前記送り出し管３６を連
通させないことができ、前記閉鎖板４０と前記スライド空間４２の左側内壁との間には復
帰バネ４１が連結され、前記閉鎖板４０には上下に連通している落とし穴３９が設けられ
、前記送り出し管３６と前記濾過空間４４との間には収縮可能なホース３５が連通するよ
うに連結されている。
【００２１】
前記振動装置１０２は、前記濾過箱４３の左側端面に固定的に連結された横台２８を含み
、前記横台２８の上側端面には二つの固定ブロック２９が左右対称に固定的に連結され、
前記横台２８の上側端面には二つの前記固定ブロック２９の間に位置する固定板３２が固
定的に連結され、前記固定板３２の前側端面には前後に延びているカム軸３３が回転でき
るように連結され、前記カム軸３３には前記固定板３２の前側に位置する偏心輪３４が固
定的に連結され、前記偏心輪３４が前記洗浄箱１１の下側端面と当接しており、前記カム
軸３３には前記固定板３２の後ろ側に位置するプーリー６１が固定的に連結され、前記洗
浄箱１１の下側端面には二つのスライド筒３１が左右対称に固定的に連結され、左右両側
の前記スライド筒３１がそれぞれ左右両側の前記固定ブロック２９とスライドできるよう
に連結され、前記固定ブロック２９と前記スライド筒３１の上側内壁との間には振動バネ
３０が連結され、前記動力空間２５の後側内壁には前後に延びている回転軸６３が回転で
きるように連結され、前記回転軸６３が後方へ前記洗浄箱１１の端面の外部まで延びてお
り、前記回転軸６３には前記動力空間２５の中に位置する傘歯車２０が固定的に連結され
、前記傘歯車２０が前記副傘歯車２１と噛合するように連結され、前記回転軸６３には前
記洗浄箱１１の端面の外部に位置するＶプーリー８１が固定的に連結され、前記Ｖプーリ
ー８１と前記プーリー６１との間にはＶベルト６２が連結され、前記カム軸３３によって
前記偏心輪３４を回転させ、これによって前記スライド筒３１が前記固定ブロック２９に
沿って上下に移動し、これによって前記洗浄箱１１が上下に振動し、前記洗浄箱１２内の
振動による洗浄が実現される。
【００２２】
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前記濾過装置１０３は、前記昇降ラック５４の前側端面に固定的に連結された横ブロック
８２を含み、前記横ブロック８２が前記濾過空間４４の前側内壁とスライドできるように
連結され、前記横ブロック８２は前記濾過空間４４に沿って上下にしか移動できなく、前
記濾過空間４４の下側内壁には前記横ブロック８２の左側に位置する電磁石５６が固定的
に連結され、前記濾過空間４４の左側内壁にはＬ型ロッド５８がスライドできるように連
結され、前記Ｌ型ロッド５８の下側端面には前記電磁石５６の上側に位置する永久磁石５
７が固定的に連結され、前記Ｌ型ロッド５８には前記濾過板５２の下側内壁とスライドで
きるように連結されたスライドブロック５９がヒンジによって連結され、前記濾過板５２
の上側端面には前記昇降ラック５４の左側に位置する押しロッド６０が固定的に連結され
、前記濾過空間４４の下側内壁には廃水管５５が外部と連通するように連結され、前記水
車７８と外部の水提供設備との間には送り込み管７９が連通するように連結され、前記濾
過空間４４の上側端面には噴水管４６が固定的に連結され、前記噴水管４６には左から右
まで十三個の高圧ノズル４７が前記噴水管４６と連通するように連結され、前記噴水管４
６と前記ピストン空間３７との間には連結管２７が連通するように連結され、前記噴水管
４６と前記水車７８との間には水送り管４５が連通するように連結され、水が前記送り込
み管７９を経由して前記水車７８の中に入って前記クランク軸６７を回転させ、これによ
って前記扇形歯車５３が前記昇降ラック５４と前記濾過板５２とを上下に移動させること
ができ、振動による濾過が実現され、同時に前記送り込み管７９の中の水が前記水送り管
４５を経由して前記噴水管４６の中に送られて前記高圧ノズル４７の中から噴出されて漢
方用薬を更に洗浄する。
【００２３】
有益に、前記高圧ノズル４７が作動するときに圧力が大きいから、前記復帰バネ４１の弾
性係数が小さく、これによって前記噴水管４６の中の水がまず前記連結管２７を経由し前
記ピストン空間３７の中に流れ込んで前記ピストン３８と前記閉鎖板４０とを左限界位置
まで押し動かし、これによって前記落とし穴３９が前記洗浄空間１２と前記送り出し管３
６との連通のところに位置し、これによって前記洗浄空間１２が前記送り出し管３６と連
通する。
【００２４】
前記開け装置１０４は、前記濾過空間４４の後ろ側内壁に回転できるように連結された短
軸７６を含み、前記短軸７６が前方へ延びており、前記短軸７６が前記濾過板５２と前記
噴水管４６との間に位置し、前記短軸７６には回転盤７１が固定的に連結され、前記短軸
７６には前記回転盤７１の前側に位置する副クランク７７が固定的に連結され、前記副ク
ランク７７には連結ロッド６９がヒンジによって連結され、前記連結ロッド６９の右側に
は小型歯車５１がヒンジによって連結され、前記濾過空間４４の後ろ側内壁には二つのラ
ック４８が上下対称に設けられ、前記ラック４８がいずれも前記小型歯車５１と噛合する
ように連結され、前記ラック４８が前記副箱ドア５０と当接しており、上側の前記ラック
４８が前記濾過空間４４の後側内壁に固定的に連結され、下側の前記ラック４８が前記濾
過空間４４の後ろ側内壁にスライドできるように連結され、下側の前記ラック４８は左右
にしかスライドできなく、前記回転盤７１の前側端面には昇降ロッド７４がヒンジによっ
て連結され、前記濾過空間４４の後ろ側内壁には前記押しロッド６０と当接できる長スラ
イドブロック７５がスライドできるように連結され、前記長スライドブロック７５は前記
濾過空間４４の後ろ側内壁に沿って上下に移動することしかできなく、前記長スライドブ
ロック７５の上側端面が前記昇降ロッド７４とスライドできるように連結され、前記押し
ロッド６０が上方へ移動することで前記長スライドブロック７５と前記昇降ロッド７４と
を上方へ移動させ、これによって前記回転盤７１が前記副クランク７７と前記連結ロッド
６９とを回転させ、前記小型歯車５１が上側の前記ラック４８に沿って右方へ回転し移動
し、これによって下側の前記ラック４８が駆動されて右方へ移動し前記副箱ドアを押して
開ける。
【００２５】
以下に図１～５を合わせて本願発明の使用手順について詳しく説明する。
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初期状態に、昇降ラック５４と濾過板５２とが上限界位置にあり、スライド空間４２の弾
性力により閉鎖板４０が右限界位置にあり、洗浄空間１２と送り出し管３６が連通してい
なく、電磁石５６が通電されていなく、押しロッド６０が長スライドブロック７５と接触
していなく、下側のラック４８が左限界位置にあり、長スライドブロック７５と昇降ロッ
ド７４とが下限界位置にあり、箱ドア１６を開け、洗浄待ちの漢方用薬を洗浄空間１２の
中に入れる。
【００２７】
作動時に、外部の水提供設備は水管２６によって水を洗浄空間１２の中に送り、洗浄空間
１２の中に水が満ちた後、外部の水提供設備が止まり、モーター２２を始動し、モーター
２２がモーター軸２３と主歯車２４と副ブラシ１７を回転させ、副ブラシ１７が攪拌軸８
０によって攪拌輪１５を回転させ、攪拌輪１５が水を攪拌し、水流で漢方用薬への洗浄が
実現され、同時に主歯車２４が噛合連結によって歯車１８とブラシ１３を回転させ、ブラ
シ１３と副ブラシ１７とが回転し漢方用薬をこすり洗って泥や砂を除去し、左側の歯車１
８が左側のブラシ軸１９を回転させ、そして副傘歯車２１と傘歯車２０との噛合連結によ
って回転軸６３とＶプーリー８１とを回転させ、Ｖプーリー８１がＶベルト６２によって
プーリー６１とカム軸３３と偏心輪３４を回転させ、偏心輪３４が回転しスライド筒３１
を固定ブロック２９に沿って上下に移動させ、そして振動バネ３０の弾力により洗浄箱１
１が上下に振動し、これによって洗浄箱１２の中の漢方用薬への振動による洗浄を実現し
、洗浄完了後外部の水提供設備が送り込み管７９によって水を水車７８の中に送り込み、
そして水送り管４５によって水を噴水管４６の中に送り、噴水管４６の中の水がまず連結
管２７を経由しピストン空間３７の中に流れ込んでピストン３８を左方へ押し、閉鎖板４
０を左限界位置まで移動させ、落とし穴３９が洗浄空間１２と送り出し管３６との連通の
ところに位置し、これによって洗浄空間１２が送り出し管３６と連通し、一次洗浄された
漢方用薬が洗浄空間１２の中の水によって送り出し管３６とホース３５を経由して濾過空
間４４の中に送られて濾過板５２に落ち、閉鎖板４０が左方へ左限界位置まで移動した時
、高圧ノズル４７が作動し下方へ高圧水を噴射し、同時に水車７８がクランク軸６７を回
転させ、クランク軸６７がクランク６６と小型スライドブロック６５によって扇形歯車５
３を上下に回転させ、扇形歯車５３が噛合連結によって昇降ラック５４と横ブロック８２
を上下に移動させ、これによって濾過板５２を上下に振動させ、これによって濾過板５２
にある漢方用薬が上下に振動し、高圧水が漢方用薬を更に洗浄し、漢方用薬にある泥や砂
と水が濾過板５２と廃水管５５を経由して外部へ送られ、洗浄完了後、昇降ラック５４と
濾過板５２は上限界位置に移動した後、外部の水提供設備が止まり、電磁石５６が通電さ
れ、電磁石５６と永久磁石５７とは互いに磁極が逆であり、これによって電磁石５６が永
久磁石５７とＬ型ロッド５８を上方へ押し動かし、昇降ラック５４が上限界位置にあるの
で上方へ移動できなく、これによって濾過板５２が時計回りに回転し、押しロッド６０が
長スライドブロック７５と昇降ロッド７４を上方へ押し動かし、これによって回転盤７１
が副クランク７７と連結ロッド６９を回転させ、小型歯車５１が上側のラック４８に沿っ
て右方へ移動して噛合連結によって下側のラック４８を駆動し、下側のラック４８が副箱
ドア５０を押して回転させ、これによって重力の作用で濾過空間４４の中の漢方用薬を外
部の貯蔵設備の中に送り、送り完了後電磁石５６が通電されなくなり、トーションバネ４
９の弾力により副箱ドア５０が逆回転し下側のラック４８を左方へ押し動かし、これによ
って小型歯車５１が左方へ移動して昇降ロッド７４と長スライドブロック７５を下方へ移
動させ、これによって押しロッド６０が動かされて濾過板５２を逆回転させて復帰させる
。
【００２８】
以上の方式により、当業者は本願発明の範囲内に作業方式によって各種の変化を加えるこ
とができる。
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